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特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会は、国税庁から「認定NPO法人」として認可されています。

３
月
16
日　

全
国
協
議
会
事
務
所

〈
報
告
事
項
〉

●
生
命
保
険
会
社
へ
の
さ
い
帯
血

移
植
術
給
付
金
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査

●
造
血
細
胞
移
植
学
会
で
の
普
及

広
報
活
動

●
日
赤
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

〈
審
議
事
項
〉

●
14
年
度
暫
定
予
算

●
Ｗ
Ｂ
Ｍ
Ｔ
で
の
Ａ
Ｆ
Ｂ
Ｍ
Ｔ
の

マ
イ
レ
ー
ジ
提
案

●
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
か
ら
の
寄
付

金
に
よ
る
駅
伝
助
成

〈
検
討
事
項
〉

●
愛
称
の
創
設

●
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
改
訂
版
刊
行

●
設
立
25
周
年
事
業

〈
今
後
の
予
定
〉

4
月
20
日　

第
1
2
7
回
理
事
会

◆日本骨髄バンクの現状（2014年2月末現在）
	 1月	 2月	 現在数	 累計数
ドナー登録者数	 2,562	 2,506	 443,129	 606,118
患者登録者数	 294	 272	 2,450	 41,121
移　植　例　数	 120	 111	 —	 16,640
■2月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 1,102人、献
血併行型集団登録会／ 1,283人、集団登録会／ 28人、その
他／ 93人 
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
2012年7月より集計方法が変わりました。
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（１）第262号　2014年４月１日（火）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

　慶長３年（1598）3月15日（旧暦）、最晩年に豊
臣秀吉は醍醐寺において花見を行いました。諸大
名からその配下の女房女中衆約1300名を召し従え
た盛大な催しで、その様子について醍醐寺の義演
准后座主（第80代）は「義演准后日記」に次のよ
うに記しています。
　「今日太閤御所渡御せられる、女中各御成あり、
終日花遊覧す、路次茶や以下の結構、筆舌に尽し
難し、一事障碍なく、無為に還御せらる」（訳：今日、
太閤秀吉が醍醐寺にお渡りになられた。淀公や北
政所をはじめとする「女中」らもおのおのお成り
になり、終日桜を御覧になられた。路次や茶屋な
どの贅を尽くしたあり様は、言葉では言い尽くし
がたいほどである。何の問題もなく、無事に太閤
たちはお帰りになられた）
　義演准后座主は秀吉の帰依を得ていましたが、
秀吉の先がそう長くないことを悟ったことから「最
期の花道」にするため計画したとも伝えられてお
り、現実に秀吉はこのときから５カ月後に没して
います。
　天下人太閤秀吉も愛でた「醍醐の桜」は、この
ニュースが皆様のお手元に届くころには、満開を
迎えているはずです。醍醐寺では毎年4月第2日曜
に「豊太閤花見行列」を催しています。「ボランティ
アの集いin醍醐寺」が開催される６月21日（土）
には、キレイな緑の葉をたたえ皆様をお迎えする
でしょう。
　【醍醐寺の年中行事一口メモ】2月には同様に柴
燈護摩を焚き上げて五大明王の功徳を讚える「五
大力尊仁王会」が厳修され、併せて150kg近い巨
大な鏡餅を持ち上げる力比べが行われます。

ボランティアの集いin醍醐寺　②

太閤秀吉「最期の花道」の舞台に

第
126
回
理
事
会
報
告

骨髄バンクの最新情報をお知らせする
� ────── 骨髄バンクNOW

《財団マンスリー JMDP（3月14日発行）より抜粋》

　

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
集
計
に
よ

れ
ば
、
２
０
１
３
年
度
ま
で
に
全

国
で
計
21
市
町
が
ド
ナ
ー
給
付
制

度
を
導
入
（
表
参
照
）
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
４
年
度
か
ら
島
根
・

埼
玉
県
の
ほ
か
、都
城（
宮
崎
県
）・

大
田（
島
根
県
）・
犬
山（
愛
知
県
）・

本
庄（
埼
玉
県
）・
入
間（
埼
玉
県
）・

総
社（
岡
山
県
）市
と
津
幡
町（
石

川
県
）
の
７
市
町
が
加
わ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
総
計
30
自
治
体

に
な
り
ま
す
。
こ
の
７
市
町
は
ま

だ
詳
細
が
把
握
で
き
て
い
な
い
た

め
、
改
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク
は
島

根
県
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
骨
髄

バ
ン
ク
の
普
及
啓
発
を
実
施
し
、

献
血
併
行
型
登
録
会
の
開
催
で
は

血
液
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
と
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
バ
ン
ク
で
は
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
、
医
療
機
関
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
、
血
液
セ
ン
タ
ー
、

行
政
な
ど
の
関
係
者
で
構
成
す
る

骨
髄
移
植
推
進
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
協
議
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
島
根
県
で
は
２
０
１
２

年
度
に
「
島
根
県
が
ん
対
策
推
進

計
画
」（
13
〜
17
年
度
）
が
策
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
血
液

が
ん
対
策
に
お
い
て
は
、
ド
ナ
ー

登
録
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、
日
本

骨
髄
バ
ン
ク
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
等
と
の
緊
密
な
連
携
を
強
化
し

な
が
ら
幅
広
い
普
及
啓
発
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
県
内
各
地
の
献

血
会
場
等
で
の
ド
ナ
ー
登
録
会
を

実
施
し
、
ド
ナ
ー
登
録
者
数
の

一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
、

２
０
１
７
年
度
の
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
ド
ナ
ー
登
録
者
数
の
数
値
目
標

が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
移
植
に
用
い
る
造
血
幹

細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関

す
る
法
律
の
制
定
や
骨
髄
移
植
推

進
連
絡
会
議
で
の
議
論
を
受
け
、

２
０
１
３
年
度
に
は
、「
島
根
県

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
推
進
指
針
（
移

植
に
用
い
る
造
血
幹
細
胞
移
植
の

適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
指

針
）」（
14
〜
17
年
度
）
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
指
針
で
は
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
①
ド
ナ
ー
休
暇
導

入
促
進
制
度
の
創
設
（
ド
ナ
ー
が

従
事
す
る
県
内
事
業
所
に
対
し
て
、

ド
ナ
ー
の
骨
髄
等
の
提
供
に
要
す

る
入
通
院
休
暇
に
対
し
、
ド
ナ
ー

休
暇
等
の
有
給
に
よ
る
休
暇
を
付

与
し
た
場
合
に
、
１
日
７
０
０
０

円
〈
上
限
７
日
〉
を
助
成
）
②
ド

ナ
ー
登
録
者
を
維
持
・
増
加
さ
せ

る
各
種
取
り
組
み
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
登
録
会
、
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ

た
広
報
、
若
年
層
に
対
す
る
啓
発

等
の
実
施
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
活
動
費
の
一
部
支
援
（
１
団
体

当
た
り
10
万
円
程
度
）
な
ど
が
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
で
、
17
年

度
の
年
間
新
規
ド
ナ
ー
登
録
者
数

を
３
０
０
名
と
す
る
と
と
も
に
、

若
年
層
比
率
を
拡
大
し
、
ド
ナ
ー

登
録
者
の
安
定
的
な
確
保
を
目
指

す
も
の
で
す
。

　

こ
の
指
針
に
沿
っ
て
事
業
を
進

め
る
に
当
た
り
、
当
バ
ン
ク
が
関

係
機
関
の
連
携
強
化
の
た
め
の
調

整
機
能
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。（
し
ま
ね
ま

ご
こ
ろ
バ
ン
ク
・
別
所
朗
）

　

埼
玉
県
は
市
町
村
と
協
力
し
て
、

４
月
か
ら
ド
ナ
ー
休
暇
の
な
い
骨

髄
等
の
提
供
者
に
対
し
休
業
補
償

制
度
を
創
設
し
、
ド
ナ
ー
登
録
が

し
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
埼
玉
連
絡
会
が
昨

年
９
月
の
県
議
会
に
請
願
し
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
ド
ナ
ー
助

成
制
度
の
要
望
に
つ
い
て
、
そ
の

具
体
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

　

制
度
の
内
容
は
、
ド
ナ
ー
休
暇

の
な
い
ド
ナ
ー
に
つ
い
て
、
①
市

町
村
は
7
日
間
を
上
限
と
し
て
1

日
当
た
り
２
万
円
を
助
成
す
る
②

こ
の
助
成
制
度
を
設
け
た
市
町
村

に
対
し
て
、
県
は
助
成
額
の
半
額

に
当
た
る
１
日
１
万
円
を
補
助
す

る
、
と
い
う
も
の
で
す
。

　

県
内
の
全
市
町
村
が
対
応
窓
口

に
な
る
た
め
、
地
域
住
民
に
対
し

て
骨
髄
バ
ン
ク
の
現
状
や
重
要
性

に
つ
い
て
き
め
細
か
く
周
知
す
る

こ
と
が
で
き
、
併
せ
て
ド
ナ
ー
登

録
会
の
取
り
組
み
も
一
層
強
化
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�

（
埼
玉
の
会
・
木
村
純
子
）

　

数
年
前
に
は
11
あ
っ
た
さ
い
帯

血
バ
ン
ク
が
４
月
か
ら
は
６
バ
ン

ク
に
な
り
、
３
年
前
に
３
万
５
０

０
０
あ
っ
た
公
開
さ
い
帯
血
は
、

法
の
運
用
開
始
時
に
は
１
万
３
０

０
０
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
参
照
）。
厚
労
省
は
支
障

は
な
い
と
し
て
い
ま
す
が
、
移
植

を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
の
選
択
肢

が
大
き
く
下
が
っ
て
い
る
こ
と
は

事
実
で
す
。

　

法
律
は
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
に
品

質
の
高
い
さ
い
帯
血
の
提
供
を
求

め
て
、
そ
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
く
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
す
る

に
は
人
員
の
配
置
や
記
録
の
保
存

な
ど
予
算
の
増
大
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
政
府
の
今
年
度
予
算

で
は
そ
れ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
法
律
で
国
の
責
務
が

明
記
さ
れ
た
方
向
が
、
こ
れ
か
ら

ど
う
示
さ
れ
る
か
を
注
目
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
治
体
の
ド
ナ
ー
給
付
制
度
が
拡
大

�

島
根
、埼
玉
県
で
も
４
月
か
ら

　

骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ド
ナ
ー
登
録
活
動
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
す

が
、造
血
幹
細
胞
の
提
供
に
当
た
っ
て「
ネ
ッ
ク
」と
な
っ
て
い
る
の
が
、採
取
の
た
め
に
入
院
す
る
際
の「
優

遇
措
置
」で
す
。「
全
て
個
人
の
善
意
で
賄
う
べ
き
だ
」と
い
う
論
調
が
長
ら
く
続
い
て
き
ま
し
た
が
、
ド
ナ
ー

休
暇
制
度
を
導
入
す
る
企
業
の
増
加
に
伴
い
、「
ド
ナ
ー
給
付
制
度
」を
取
り
入
れ
る
自
治
体
も
徐
々
に
増
え

て
き
ま
し
た
。新
潟
県
加
茂
市（
２
０
１
１
年
４
月
）が
草
分
け
的
存
在
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
市
町
だ
け
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
制
度
が
、
２
０
１
４
年
度
に
は
つ
い
に
都
道
府
県
レ
ベ
ル（
島
根
・
埼
玉
県
）に
ま
で
広
が
り

ま
し
た
。今
回
は
ド
ナ
ー
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
自
治
体
の
施
策
を
取
り
上
げ
ま
す
。

ドナー給付（奨励金）導入の市町と内容
市町名 府県 内　　　　容

１ 加茂市 新潟県 本人１日２万円、７日間限度

２ 浜田市 島根県 本人１日２万円、７日間限度

３ 益田市 島根県 本人１日２万円、事業所１日１万円、
７日間限度

４ 四国中央市 愛媛県 本人10万円、事業所５万円、７日間
限度

５ 稲城市 東京都 本人１日２万円、事業所１日１万円、
７日間限度

６ 小山市 栃木県 本人１日２万円、事業所１万円、７
日間限度

７ 大田原市 栃木県 本人１日２万円、事業所１万円、７
日間限度

８ 日光市 栃木県 本人１日２万円、事業所１万円、７
日間限度。市外在住者も対象

９ 習志野市 千葉県 本人10万円、事業所５万円

10 清水町 静岡県 本人２万円、企業１日１万円、７日
間限度

11 新潟市 新潟県 本人新潟市共通商品券10万円

12 名張市 三重県 本人入院日数×２万円（上限14万円）、
事業所入院日数×１万円（上限７万円）

13 富田林市 大阪府 本人１日２万円、７日間限度

14 五泉市 新潟県 通院または入院の日数１日２万円、
14万円限度

15 胎内市 新潟県 本人１日２万円、限度なし

16 燕市 新潟県 助成制度とはいわず、ドナーに奨励
金交付１日２万円、14万円限度

17 聖籠町 新潟県 本人１日２万円、14万円限度

18 八幡浜市 愛媛県 本人10万円、事業所５万円

19 内灘町 石川県 本人１日２万円、事業所１日１万円、
７日間限度

20 滑川町 埼玉県 本人１回10万円、事業所１人５万円

21 松阪市 三重県 本人１日２万円、上限14万円、事業
所１日１万円、７万円限度

※日本骨髄バンクの集計を基に編集（事業所とは、ドナー本人の勤務先）

東
京
臍
帯
血
バ
ン
ク
事
業
終
了

公
開
さ
い
帯
血
数
は
大
幅
減
へ

　

新
法
に
基
づ
く
運
用
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
直
前
、
東
京
臍
帯

血
バ
ン
ク
が
３
月
末
で
事
業
終
了

を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

さ
い
帯
血
バ
ン
ク
は
今

後
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し

た
形
で
国
の
事
業
許
可

を
得
て
事
業
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
東

京
臍
帯
血
バ
ン
ク
は

様
々
な
状
況
か
ら
許
可

の
取
得
が
難
し
い
と
判

断
し
た
よ
う
で
す
。

　

同
バ
ン
ク
が
保
存
し

て
い
る
さ
い
帯
血
や
補

助
金
で
整
備
さ
れ
た
機

器
類
の
移
管
に
つ
い
て

は
日
本
赤
十
字
社
と
協

議
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
通
常
の
移
管

作
業
に
半
年
程
度
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
４
月
か
ら
の
公
開
さ
い
帯

血
に
は
同
バ
ン
ク
分
は
削
除
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
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さい帯血バンクの公開さい帯血数の推移（各年12月31日時点）

島根県
事
業
所
助
成
や
若
年
層
に
的

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
支
援
も

埼玉県
連
絡
会
請
願
を
県
議
会
採
択

県
内
全
市
町
村
が
対
応
窓
口

東
京
の
会
有
志
も
醍
醐
寺
を
訪
れ
、
五
重
塔
（
国
宝
）
の
前
で
パ
チ
リ

　

全
国
協
議
会
で
は
「
第
４
回
患

者
サ
ロ
ン
〜
み
ん
な
で
わ
い
わ
い

タ
コ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
５
月

５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
午
後
１
〜

４
時
、
協
議
会
事
務
所
（
東
京
・

千
代
田
区
東
神
田
）
で
開
催
し
ま

す
。会
費
は
お
一
人
５
０
０
円（
飲

み
物
代
を
含
む
）
で
、
当
日
の
飛

び
込
み
参
加
も
歓
迎
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
協
議
会
事
務
局
ま
で
。

患
者
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

「
タ
コ
焼
き
パ
ー
テ
ィ
ー
」
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２
０
０
７
年
以
降
骨
髄
を
選
択
す
る

ド
ナ
ー
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

次
に
「
治
療
後
の
生
活
を
重
視
し

た
小
児
科
の
治
療
の
今
」
に
つ
い
て

中
通
病
院
の
渡
邉
新
先
生
に
お
話
し

い
た
だ
き
、
治
療
を
終
え
て
か
ら
の

人
生
が
長
い
小
児
科
の
患
者
に
と
っ

て
、
な
る
べ
く
ダ
メ
ー
ジ
が
残
ら
な
い

よ
う
に
心
を
砕
い
て
い
る
現
在
の
治

療
に
、
患
者
家
族
歴
の
長
い
参
加
者

か
ら
は
感
激
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
無
菌
室
が
10
床
並
ん
で
い

る
無
菌
病
棟
と
末
梢
血
を
採
取
す
る

部
屋
の
見
学
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま
し

た
。
前
々
日
ま
で
満
床
だ
っ
た
の
で

ス
ラ
イ
ド
だ
け
の
紹
介
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
前
日
に
一
室
空
い
た
の
で
新
し

い
無
菌
室
に
実
際
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
テ
ン
ト
時
代

を
知
っ
て
い
る
方
か
ら
は
、
現
状
を

知
る
こ
と
が
で
き
て
良
い
機
会
を
い

た
だ
い
た
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
場
所
を
移
し
た
温
泉
で
の
交
流

会
で
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
こ
れ

か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ

し
、
よ
い
夜
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
菅　

早
苗
）

　

3
月
15
日
（
土
）、
名
古
屋
市
港

文
化
小
劇
場
で
『
チ
ャ
ン
ス
を
あ
り

が
と
う　

〜
患
者
か
ら
、
ド
ナ
ー
か

第262号（月１回毎月１日発行）定価　１部15円	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 第三種郵便物認可・2014年４月１日（火）発行（２）

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

チ
ャ
ン
ス
を
あ
り
が
と
う

患
者
か
ら
、ド
ナ
ー
か
ら

名古屋市

　さい帯血のHLAについてお話しする前にハプロタイプ
についてお話しします。
　HLAは自分と他人を認識する目印でA、B、C、DRなど
数十種類の型があり、組み合わせとしては数万通りあると
前回お話ししました。例えばある人のHLAはA（2、24）、
B（13、46）、C（1、10）、DR（8、12）のように表現
されます。お気づきと思いますがこのようにHLAはそれ
ぞれ２つずつの組み合わせになっています。なぜ2つずつ
かというと父親と母親から1つずつ受け継ぐからなのです。
ある人はA24、B24、C20、DR23という型のセットを父
親から、A2、B46、C1、DR8という型のセットを母親か
ら1つずつもらってそれが合わせて一人のHLAとしての組
み合わせができるのです。
　この半分ずつのセットをハプロタイプといいます。つま
り何万通りもの組み合わせがあるHLAですが、親と子に
おいてはハプロタイプという概念から考えれば必ず半分は
当たっているということです。ただし、母親と父親が同じ
ハプロタイプを持っていないかぎり、片方の親と自分の
HLAが半分は必ず合っていても、全てが一致する可能性
はむしろ大幅に低くなるのです。
　自分とHLAが全て一致する可能性は親や子どもよりも
兄弟が最も確率が高いのです（1/2×1/2で1/4の確率です）。
ですから兄弟においては数十種類の型のうちA、B、DRの
3組で6つの型を見て6つが全て合っていれば父親由来と母
親由来のハプロタイプのいずれもが一致している可能性が
高いので、数十種類すべての型を見なくてもHLAがすべ
て一致していると考えて構わないのです。
　しかし、骨髄バンクドナーやさい帯血ドナーは兄弟では
ないのでそういうわけにはいきません。骨髄バンクドナー
においては少しでも一致に近づけるために現在はドナー検
索にはA、B、C、DRと4組8つの型を見ていきます。さら
に遺伝子型といってA、B、C、DRそれぞれの一致の精度
を高めた方法を用いています。多くの施設では8つのうち
1つ違いまでをドナーの許容範囲としています。
　では、さい帯血はどうなのでしょう。次回はさい帯血移
植におけるHLAの新しいデータをご紹介いたします。

医療現場からの

最新情報

虎の門病院血液内科　石綿一哉　

ハプロタイプ

──その6

　
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催
各
地
そ
れ
ぞ
れ
に

　

各
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が

２
〜
３
月
に
か
け
て
一
斉
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
前
号
で
は
九
州
地
区
を

お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
今
号
で
は
全

地
区
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
の
セ
ミ
ナ
ー
は

２
月
16
日
（
日
）、
す
み
れ
ホ
テ
ル

に
て
北
海
道
協
会
・
釧
路
協
会
・
苫

小
牧
推
進
会
・
函
館
協
議
会
の
加
盟

４
団
体
30
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
基
本
に
立
ち
返
り
、
北

海
道
大
学
大
学
院
の
豊
嶋
崇
徳
教
授

を
講
師
に
招
き
、「
今
日
の
医
療
・

治
療
の
新
し
い
方
向
」
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
他
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
が
、

法
律
施
行
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の

に
対
し
、
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
足
元
の
見
直
し

を
急
務
と
し
て
い
る
事
情
に
よ
り
ま

す
。

　

次
い
で
北
海
道
の
ド
ナ
ー
登
録
現

状
の
簡
単
な
分
析
を
行
い
、
一
見
す

る
と
人
口
比
の
登
録
人
数
の
減
少
が

見
ら
れ
る
も
の
の
、
実
際
は
東
北
６

県
や
四
国
・
九
州
の
合
計
面
積
よ
り

広
い
北
海
道
で
は
、
調
整
医
師
不
在

の
地
域
で
の
ド
ナ
ー
募
集
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
複
雑
に
す
る
だ
け
で

あ
り
、
今
後
と
も
都
市
部
重
点
の
活

動
を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

�
（
釧
路
協
会
・
星
野
）

　

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
を
3
月
22
日
（
土
）
に
全
労
済

東
京
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
「
造
血
幹
細
胞
移

植
法
の
施
行
に
つ
い
て
」
を
山
崎
参

与
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新

法
の
基
本
方
針
が
患
者
さ
ん
の
た
め

と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
素
晴
ら
し
い

こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
は
不

明
瞭
で
あ
る
が
評
価
を
得
て
い
る
、

共
感
・
連
携
を
高
め
る
・
病
気
に
対

す
る
知
識
の
提
供
を
進
め
て
い
く
活

動
を
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
、
な
ど
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
村
理
事
長
か
ら
は
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
の
哲
学
を
変
え
な
い
と
い
け

な
い
、
日
赤
の
活
動
で
ド
ナ
ー
数
は

増
え
る
、
わ
れ
わ
れ
は
「
患
者
を
救

う
」
と
い
う
目
的
の
た
め
で
き
る
こ

と
は
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
報
告
で
は
、
ド
ナ
ー
登

録
会
で
活
動
が
認
め
ら
れ
ル
ー
ム
と

良
い
関
係
が
築
け
た
、
ド
ナ
ー
助
成

制
度
を
ど
う
提
案
し
て
き
た
か
の
体

験
談
、
小
学
校
の
時
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
女
子
高
生
が

ド
ナ
ー
登
録
に
来
て
く
れ
た
な
ど
の

ち
ょ
っ
と
い
い
話
も
聞
け
ま
し
た
。

�
（
吉
田
幸
子
）

　

３
月
８
日
（
土
）
に
「
い
し
か
わ

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
・
は
と
の
会
」
に

会
場
な
ど
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
、

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
日
前
日
に

は
日
本
列
島
に
厳
し
い
寒
気
が
居
座

り
、
北
陸
道
が
雪
に
絡
む
事
故
で
通

行
止
め
と
い
う
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
中
、

石
川
、
愛
知
、
東
三
河
、
静
岡
、
岐

阜
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、
行
政

や
血
液
セ
ン
タ
ー
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
新
法
下
で
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
と
「
全
国
協
議

会
新
執
行
部
体
制
で
の
展
開
」
を
基

調
報
告
と
し
、
そ
の
あ
と
は
各
地
の

報
告
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

せ
っ
か
く
法
制
化
さ
れ
た
の
で
、

骨
髄
移
植
に
関
し
て
理
解
あ
る
社
会

に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
や
、
提
供
者
の
み
な
ら
ず
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
側
や
そ
の
家
族
の
方
に
も
、

結
果
が
ど
ん
な
状
況
で
あ
ろ
う
と
も
、

納
得
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
後
の
懇
親
会
、
翌
日

の
兼
六
園
と
各
地
の
皆
さ
ん
と
交
流

で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
で
す
。

�

（
田
中
重
勝
）

　

昨
年
、
姫
路
市
で
行
わ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
に
続
き
、
第
2
回

と
な
る
近
畿
・
中
四
国
合
同
ブ
ロ
ッ

ク
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
22
日
（
土
）、

徳
島
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
島
根
や
鳥
取
か
ら
も
参

加
が
あ
り
、
地
元
徳
島
の
皆
さ
ん

の
お
茶
や
お
菓
子
の
接
待
を
受
け

て
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中

で
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま

ず
、
こ
の
度
幹
事
を
務
め
ら
れ
た
徳

島
の
会
の
池
田
代
表
か
ら
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
山
村
理
事
よ
り
全
国
協

議
会
の
活
動
報
告
、
森
脇
理
事
よ
り

６
月
21
日
（
土
）
に
京
都
・
醍
醐
寺

で
開
催
さ
れ
る
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
い
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

で
も
あ
る
造
血
幹
細
胞
移
植
の
推
進

に
関
す
る
新
法
施
行
に
伴
う
今
後
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
全
国
協
議
会
の
山
崎
参
与
か

ら
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
た
分

か
り
や
す
い
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
地
元
徳
島
保
健

所
の
傳
平
（
で
び
ら
）
主
任
よ
り
徳

島
県
の
取
り
組
み
事
例
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
徳

島
、
姫
路
、
島
根
、
鳥
取
、
奈
良
、

山
口
、
神
戸
、
東
京
の
各
参
加
団
体

の
代
表
か
ら
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
参
加

者
（
徳
島
か
ら
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
も
）
か
ら
活
発
な
質
疑
応

答
が
あ
り
当
初
の
予
定
時
間
を
オ
ー

バ
ー
す
る
熱
気
あ
ふ
れ
る
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
世
話
い
た
だ
い
た
徳
島
の
会
の

皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。�

（
田
中
雄
一
郎
）

　

３
月
23
日
（
日
）、
秋
田
大
学
医

学
部
付
属
病
院
で
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
、
19
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
法
制
化
後
の

わ
れ
わ
れ
の
活
動
は
社
会
へ
の
啓
発

活
動
と
患
者
支
援
の
活
動
に
向
か
う

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
患
者
と
ド

ナ
ー
の
今
を
知
ら
な
く
て
は
と
の
思

い
で
今
回
は
企
画
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
同
病
院
の
高
橋
直
人
講
師

と
奈
良
美
保
助
教
に
よ
る
造
血
細
胞

移
植
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ド
ナ
ー
と
患
者
双
方
に

と
っ
て
、
骨
髄
と
末
梢
血
の
ど
ち
ら

も
良
い
面
悪
い
面
が
あ
り
、
そ
れ
は

ど
ち
ら
が
特
に
優
位
と
い
う
訳
で
は

な
い
が
、
血
縁
の
場
合
は
麻
酔
の
リ

ス
ク
が
な
い
の
で
秋
田
大
学
で
は

ら
「
あ
り
が
と
う
」
〜
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
東
海
骨
髄
バ
ン
ク
で
の
移

植
で
対
面
が
実
現
し
て
い
る
橋
本
和

浩
さ
ん
（
患
者
）
と
田
中
重
勝
さ
ん

（
ド
ナ
ー
）
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
患
者
さ
ん
5
名
、
ド
ナ
ー
さ
ん

6
名
が
登
壇
。
当
会
理
事
長
の
森
島

泰
雄
先
生
、
大
谷
貴
子
さ
ん
を
進
行

役
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
、
ド
ナ
ー
さ
ん
は
、
会

う
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
へ
の
想

い
を
語
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
患
者
さ
ん
、
ド
ナ
ー
さ
ん
の
お

手
紙
の
朗
読
会
も
開
催
、
会
場
内
の

気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
し

た
。
後
半
で
は
、
地
元
の
子
ど
も
た

ち
の
ダ
ン
ス
と
和
太
鼓
、
ま
た
、
ロ

ビ
ー
で
は
お
手
紙
展
と
や
は
り
地
元

の
方
に
よ
る
押
し
花
グ
ッ
ズ
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

広
報
活
動
が
、
多
く
の
方
の
ド
ナ
ー

登
録
に
結
び
つ
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ
い
た
方
々
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
、
患
者
さ

ん
、
ド
ナ
ー
さ
ん
に
感
謝
。

　
（
あ
い
ち
骨
髄
バ
ン
ク
を
支
援
す

る
会
・
水
谷
久
美
）

　　　 2月21日〜3月20日（敬称略） 

第一生命株式会社 神戸支社	現金� 27,003円
日本造血細胞移植学会募金箱
	 現金� 3,412円
飛田 行康	 現金� 5,000円
赤代 真也	 現金� 5,000円
原口 浩憲	 現金� 18,500円
藤波 敬子	 現金� 10,000円
匿名	 現金� 5,000円
●白血病患者支援基金
プルデンシャル生命保険株式会社
	 現金�2,670,000円 
東京新都心ライオンズクラブ	 現金� 100,000円
コア歯科クリニック	 現金� 5,975円
イオン都城店	 現金� 8,400円
株式会社天山	 現金� 11,404円
絵画JUN展に集う会	 現金� 170,000円  
村上 史一	 現金� 1,000円
島津 桂子	 現金� 3,000円
●さとうきち子患者支援基金
倉敷中央病院	 現金� 2,635円
橋本 ほしみ	 現金� 2,000円
貞森 久美子	 現金� 6,000円
匿名	 現金� 10,000円
●志村大輔基金
コダマ ノリユキ	 現金� 10,000円

心からのご寄付に 
感謝申し上げます 

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

●
北
海
道 

︱
︱

「
医
療
・
治
療
の
新
方
向
」

北
大
教
授
に
基
本
を
学
ぶ

●
関
東
・
甲
信
越 

︱
︱

講
演
で
新
法
施
行
を
評
価

ち
ょ
っ
と
い
い
話
も
披
露

●
東
海
・
北
陸 

︱
︱

行
政
や
日
赤
マ
ン
も
参
加

未
加
盟
団
体
と
の
交
流
も

●
近
畿
・
中
四
国 

︱
︱

新
法
下
で
の
活
動
を
学
ぶ

徳
島
県
も
取
り
組
み
紹
介

●
東
北 

︱
︱

移
植
病
棟
見
学
ツ
ア
ー
で

小
児
患
者
対
応
に
感
激
も


